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六
月
十
九
日
（
金
）、
高
校
生
に
対
す
る
募

集
解
禁
を
前
に
、
今
年
度
の
募
集
目
標
等
の

達
成
を
期
す
為
、
募
集
団
結
式
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
始
め
に
、
令
和
元
年
度
の
最
優
秀
事
務
所

及
び
優
秀
広
報
官
等
の
表
彰
を
行
い
、
次
に

各
所
長
に
対
し
、
本
部
長
よ
り
令
和
二
年
度

の
募
集
目
標
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
令
和
元
年
度
の
成
果
を
各
課

長
・
副
本
部
長
か
ら
述
べ
元
年
度
の
ダ
ル
マ

へ
目
入
れ
、
次
に
令
和
二
年
度
募
集
目
標
達

成
を
祈
願
し
て
各
所
長
か
ら
決
意
表
明
及
び

本
部
長
か
ら
令
和
二
年
度
の
ダ
ル
マ
へ
片
目

が
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
部
長

訓
示
の
後

は
、
最
先

任
上
級
曹

長
の
音
頭

に
よ
り
部

員
全
員
で

団
結
歌
を

合
唱
し
、

熊
本
地
方

協
力
本
部

全
体
の
団

結
を
更
に

強
化
し
ま

し
た
。
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平
方
准
空
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天
草
駐
在
員
事
務
所

　
初
の
最
優
秀
事
務
所
に
選
ば
れ
た
こ

と
を
非
常
に
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
募
集
目
標
達
成
に
貢
献

す
る
た
め
最
善
を
尽
く
し
ま
す
。

山
鹿
地
域
事
務
所

　
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
優
秀
賞
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
成
果
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。

菊
池
分
駐
所

　
今
年
度
こ
そ
菊
池
所
、
悲
願
達
成
い

た
し
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

宇
城
募
集
案
内
所

　
奮
闘
事
務
所
に
な
っ
た
こ
と
は
、
非

常
に
光
栄
で
す
が
、
今
年
度
は
も
ち
ろ

ん
最
優
秀
事
務
所
を
狙
っ
て
い
く
ぞ
。

　
い
よ
い
よ
募
集
解
禁
と
な
り
、

令
和
二
年
度
の
募
集
業
務
も
最
盛

期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
局
限
す
べ
く
、
サ

テ
ラ
イ
ト
ブ
ー
ス
の
運
営
に
加
え
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
説
明
会
や
動
画
に
よ
る
募

集
案
内
、
女
性
座
談
会
等
、
感
染

防
止
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
二
士
採

用
種
目
の
初
任
給
ア
ッ
プ
や
公
務

員
の
強
み
と
い
っ
た
自
衛
官
の
魅

力
を
最
大
限
に
情
報
発
信
し
つ
つ
、

今
年
度
も
地
本
一
丸
と
な
っ
て

募
集
目
標
の
達
成
に
邁
進
し
て
い

く
所
存
で
す
。

　
引
き
続
き
、
皆
様
か
ら
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

令 和 ２ 年 度 募 集 団 結 式

今年度は必ず目標達成！今年度は必ず目標達成！

優
秀
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優
秀
広
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官
等
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本  部  長  の  言  葉



採  用  試  験採  用  試  験サテライトブース紹介サテライトブース紹介

広報官職能教育広報官職能教育

W e b 説 明 会W e b 説 明 会

　６月13日（土）、健軍駐屯地において第１回自衛官候補生採用試験、20
日（土）、21日（日）（飛行要員のみ）熊本合同庁舎において第１回一般幹
部候補生第１次採用試験、27日（土）、同じく合同庁舎において第１回
一般曹曹候補生第１次試験を実施しました。

　６月19日（金）、広報官の知識及び技能を向上させるため「広報官識
能教育」を実施しました。
　教育の事前課題として熊本県内10コの募集事務所等に「視聴者が自衛

隊に興味を持つ募集広報用動
画」を作成・提出させました。
各事務所単位で広報用動画を
作成するのは今回初めての取
組みです。現在の募集広報活
動は、新型コロナウイルスと
いう目に見えない制約を受け
ており、年度当初から地本全

体で「新たな募集広報活動」について検討を重ね取り組んできました。
その１つにネット環境を介したライブによるWEB説明会やYouTube等で
の動画配信があり、本教育における事前課題の広報用動画作成は、その
作成技術やプレゼン能力の向上を狙いとしています。
　各事務所は、当初は初めての取組みに困惑したものの、各所の名誉と
プライドをかけ、それぞれの個性を発揮したアイデア溢れる作品が出揃
い、審査会場は熱気に包まれました。中でも優勝した天草駐在員事務所
については、広報官２名によるユーモアに溢れたトークの掛け合いとモ
ニターやアニメーションを効果的に活用した作品で、本部長をはじめと
する16名の審査官たちを唸らせる程の出来栄えでした。
　また、学科試験では募集解禁前の募集における最新の知識を確認させ、
再認識させるため給与制度変更等の試験を実施しました。
　最後に本部長から「各所や広報官の募集成果がそのまま試験結果に出
ている。各所は引き続き切磋琢磨
し、目標を達成できるよう努力せ
よ。」との訓示を受け、所長以下、
気を引き締めるとともに、情報発
信能力の向上を誓いました。

　令和２年４月自衛官採用業務が始まり、熊本地本は、募集施策の
一つとして実施しているサテライトブースを下通りＣＯＣＯＳＡ向かい
側に開設しました。
　今年度は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響もあり、一時期
はサテライト開設も危ぶまれましたが、飛沫防止板やアルコール消
毒液・マスク等の感染防止処置を講じ、少人数を対象とした個別説
明会を主に実施しています。
　今年のサテライトブースは、学生や一般の方が多く往来する土
日・祝日（11：00～
18：45）に開設するこ
とにより、リクルータ
の支援も受け、多くの
地域住民の皆様や募集
対象者・保護者の方に
防衛省・自衛隊の魅力
について情報発信して
います。

開設期間は、８月下旬まで
残り約１カ月間であり、高
校生をはじめ多くの対象者
の方の来場をお待ちしてお
ります。
　引き続き、皆様方からの
情報提供もよろしくお願い
致します。

　新型コロナウイルス感染防止により各種イベント等が中止と
なったため、募集対象者と接触せず説明会を実施する手段とし
てYouTubeを使用したライブ配信によるWeb説明会（登録制）
を実施しています。
　今まで、６月６日、14日、21日、７月12日、19日の５回実
施し、86名の方が視聴しました。

　14日は、リクルータ
の藤永士長（3 2 1基
通）に女性自衛官目線
での経験談を、21日は
同じくリクルータの高
場士長（５地対艦）か
ら先輩隊員からのメッ
セージ、経験談等を交
えて説明を行いました。

　視聴者からの質問にそ
の場で答えることができ、
対面形式での説明会と同
様の効果が得られました。
　また、視聴者の内、
11名の募集対象者情報
を対象地域事務所へ情報
提供することができまし
た。

　募集解禁に伴い、引き続き、高校生に主軸をおいた説明会を
開催し、参加者の疑問や不安の払しょくを図り、より多くの志
願者獲得を目指していきます。

　今年度は、新型コロナウイルス感
染症対策の影響もあり、当初は志願
者数が伸びず不安もありましたが、
各所長以下広報官の地道な募集活動
と隊員自主募集の成果により、例年
とほぼ同数の受験者が本採用試験に
臨んでくれました。

【動画部門優秀事務所】
   ：天草駐在員事務所
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所名 期間 階級・氏名 部隊名 出身校

募集課 7/1～8/31 士長　須藤　祐加 大村システム通信分遣隊 宇土高校

募集課 8/1～8/31 士長　松江　志保 第42即応機動連隊
本管中隊 松橋高校

熊本 7/1～7/31 士長　市原　彩愛 北部航空施設隊
第２作業隊 熊本星翔高校

熊本 7/1～7/31 士長　植村　凌成 第40普通科連隊
第３中隊 熊本星翔高校

熊本 7/1～7/31 士長　甲斐ほのか 第８航空団基地業務群
通信隊 ルーテル高校

熊本 7/31～8/28 １士　山元　　夢 護衛艦しまかぜ 文徳高校

宇城 7/1～7/15 １士　佐々木　顕 西部方面特科連隊
第４大隊第９中隊 松橋高校

宇城 7/1～7/31 １士　芥川　昂哉 第40普通科連隊
第１中隊 熊本農業高校

宇城 7/1～7/31 士長　坂口　太一 水陸機動団特科大隊
第１中隊 矢部高校

宇城 7/1～7/31 士長　星本　望光 第２補給処兼業務部通信課
整備班無線整備係 秀岳館高校

宇城 7/3～7/14 士長　安田　　琳 第16普通科連隊
本管中隊 松橋高校

宇城 8/3～8/7 １士　渕本　瑠世 第４施設大隊
第２中隊 松橋高校

玉名 7/1～7/31 １士　上村　涼香 第８高射特科大隊
高射中隊 開新高校

玉名 8/1～8/21 １士　柿原　真輝 第51普通科連隊
第１中隊 玉名工業高校

玉名 8/1～8/31 士長　木庭　亮佑 西部方面隊
舟艇対戦車隊 岱志高校

玉名 8/1～8/31 士長　中尾　吏究 第42即応機動連隊
本管中隊 専大玉名高校

所名 期間 階級・氏名 部隊名 出身校

玉名 8/1～8/31 ３曹　坂門　憂基 第５地対艦第２中隊 専大玉名高校

山鹿 7/1～7/15 士長　松山　寛生 第16普通科連隊
第４中隊 鹿本商工高校

山鹿 7/15～7/31 士長　秋岡　海翼 対馬警備隊
本管中隊 鎮西高校

菊池 7/2～7/7 ３曹　甲斐　一輝 第３高射特科群
第313高射中隊 翔陽高校

菊池 8/1～8/31 士長　西山　泰聖 第３補給処保管部 鹿本高校

八代 7/1～7/31 １士　元松　磨耶 第102基地システム通信大隊
第319基地通信中隊 必由館高校

水俣 8/1～8/31 １士　村上　柊大 護衛艦こんごう 芦北高校

人吉 7/1～7/22 １士　永尾　真実 護衛艦あきづき 秀岳館高校

天草 6/30～7/31 士長　長元　幹也 第４後方支援連隊
１整大本付 天草工業高校

天草 6/30～7/31 １士　山﨑　智生 第102基地システム通信大隊
第304基地通信中隊 天草工業高校

天草 8/1～8/31 １士　川端　翔大 第43普通科連隊
第４中隊 拓心高校

天草 8/1～8/31 士長　大下　真晴 11飛行教育団
整備補給群 熊本北高校

阿蘇 7/10～7/20 士長　平野　貴也 第３高射特科群
第345高射中隊 阿蘇中央高校

阿蘇 7/17～7/30 １士　荒木　勇至 第103指揮所通信大隊
指揮所通信中隊 九州学院高校

阿蘇 7/1～7/17 士長　藤本　隼太 情報作戦隊 高森高校

阿蘇 7/20～8/7 士長　古吉　優真 第１空団整備補給群 阿蘇中央高校

　令和２年６月28日（日）、自衛隊熊本地方協力本部は熊本地方合同庁舎に
おいて「第１回女性限定座談会」を実施しました。本座談会の目的は、自衛官
の新規募集対象者の獲得を主眼として女性主体に計画しました。参加者は年
齢や自衛官志願者を限定せず保護者等を含んだ13名で実施し、受付では庁舎
内へ入場する前に係員による検温やアルコール消毒等を実施し、事前に「健
康状態チェックリスト」を配布して、参加者の健康状態の確認と感染防止対策
を万全に行い開催しました。

　まず女性事務官から自衛隊の概要
について説明し、その後女性自衛官
２名（うち１名リクルータ含む。）
を交えて参加者からの質問等に回答
しました。参加者からは、「体力に
自信がないのですが訓練等について
いけるでしょうか？」また「演習の
際、衛生面での環境が整わない中、

どのように女性として対応されていますか？」など、女性自衛官として勤務す
る上で一歩踏み込んだ内容の質問にもこれまでの経験等を踏まえ丁寧に回答
しました。参加者の一人は「実際
に勤務されている女性職員の方と
直接お話して自衛隊で働くイメー
ジが出来ました」、「早く入隊し
て女性自衛官として活躍したいで
す」、「知識も体力面も何でも入
隊してから頑張れば大丈夫なんで
すね」等のコメントがあり、また
保護者からは「新型コロナウイルスの影響で自衛隊志願者が増加傾向で今年
の受験が難しくなってはいないでしょうか？」「実際のところいじめは大丈夫
でしょうか？」などと、座談会終了後も、担当職員へ個別の相談があった。参

加者からのアンケートで「次回も是非
参加したい」との意見があったことか
ら、７月以降も継続的に実施していく
予定です。

１　企業の概要
　弊社は、日本郵便㈱の100％子会社として、全国の郵便輸送を一元
的に担い、お客様からお預かりしたかけがえのない手紙、はがき、ゆ
うパックなどを、全国津々浦々の郵便局までトラックで輸送している
会社です。全国12支社、67営業所をネットワークで結び、社会イン
フラとしての郵政事業を輸送の立場で支えています。また、このネッ
トワークを活かして、郵便以外の一般貨物輸送にも力を入れており、
特に地域密着のビジネス等を担うことにより、地域の活性化に貢献で
きるよう取り組んでいる会社でもあります。

２　退職自衛官の採用理由
　国民の皆さまが日常的に利用される道路を使用させていただいて
おり、また公共性の高い業務を担っていることで国民の皆様からの注
目度も高いことから、安心・安全に象徴される「輸送品質」において
は、常にナンバーワンであることを目標に、模範となる運転に心掛け
ながら日々の業務に取り組んでおります。そういう意味で、国家・国
民の皆様の安寧を第一に考え、常に任務の重要性と使命を認識して職
務に当たってこられた経験をお持ちの退職自衛官の方々は、正に弊社
が求める人材そのものであり、各種資格の取得状況を含め、即戦力と
してはもちろん、会社の将来を担う存在となっていただくよう期待し
ながら採用させていただいております。

３　退職自衛官の職務内容および勤務の様子
　主な職務内容は、ドライバーとして４ｔ以上の車に乗務し、郵便物
や荷物等の郵便局間のパレットによる輸送業務に従事していただいて
おり、配属の営業所によって輸送ルートは異なりますが、近距離の輸
送から遠くは東海・関西方面への長距離便の乗務まで、数多くのルー
トに対応していただいております。まだ、弊社での勤務経験は比較的
短い方が多いのですが、仕事に対する高いプロ意識と責任感は想定
どおりであり、とても頼りになる存在です。その仕事振りに感謝しつ
つ、今後は幹部への登用を含めて将来の活躍に大いに期待していると
ころです。

雇用企業主の声
日本郵便輸送株式会社
九州支社
執行役員支社長

龍　芳成　様

女性限定座談会

リクルータ紹介

　熊本地本は、女性職員の職域が拡が
る中、これからも各種説明会等を通じ
て自衛隊への理解を深めて、男女を問
わず、新たな志願者の獲得手段として
の活動を積極的に実施していきます。

（4）令和２年８月１日第115号



親 子 で 勤 務

募集（試験）案内
平和を、仕事にする。

娘から

　１ヶ月間、父と同じ職場で
勤務するのはとても新鮮な気
持ちでした。家で見る父の姿
とは別人で、広報官として仕
事をする父はとても格好良く
尊敬しました。
　私も父のような自衛官を目
指して日々努力していきま
す。貴重な経験をさせていた
だき本当にありがとうござい
ました。

父から 

　今回、娘と勤務して職場や
学校での立ち振る舞いやハキ
ハキと話す姿を見て「自衛官
になってきたな」と嬉しさと
驚きがありました。家では家
事や小さい子の面倒を見てく
れ大変助かりました。この勤
務の機会を与えてくれた熊本
地本と娘の部隊には家族共々
感謝しかありません。ありが
とうございました。

今
年
度
の
ポ
ス
タ
ー
で
す
。
ど
こ
か
で
見
か
け
る
か
も
？

見
か
け
た
時
に
は
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

令和２年度  前期表彰受賞者紹介
第
三
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

　
天 

草 

所 

二
等
陸
曹 

森
田
　
孝
也

第
四
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

　
　

　
募 

集 

課 

准 

陸 

尉 

相
緒
　
勝
美

　
宇 

城 

所 

陸 

曹 

長 

澤
田
　
友
和

　
天 

草 

所 

陸 

曹 

長 

山
田
　
正
吾

　
阿 
蘇 

所 

二
等
陸
曹 

渡
　
　
勝
也

　
　
　
　
　（
車
両
無
事
故
10
万
キ
ロ
）

　
宇 

城 
所 

陸 

曹 

長 

中
﨑
　
正
明

　
玉 

名 

所 
陸 

曹 

長 

小
澤
　
武
徳

　
同 
一
等
陸
曹 

　
原
　
雄
志

　
山 

鹿 

所 
陸 
曹 

長 

前
田
　
正
信

　
菊 

池 

所 

陸 
曹 
長 

前
田
　
盛
博

　
同 

陸 

曹 
長 

　
山
　
　
亨

　
人 

吉 

所
　
　
二
等
陸
曹 

山
田
　
敏
勝

　
阿 

蘇 

所 

准 

陸 

尉 

園
田
　
　
睦

　
同 

二
等
陸
曹 
渡
　
　
勝
也

　
　
　
　
　（
車
両
無
事
故
５
万
キ
ロ
）

　
援 

護 

課 

陸 

曹 

長 

小
田
　
達
也

　
渉
外
広
報
室 

一
等
陸
曹 

松
永
　
健
作

　
菊 

池 

所 

陸 

曹 

長 

狩
野
　
浩
敏

第
五
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

　

　
渉
外
広
報
室 

三
等
陸
佐 

村
野
　
浩
成

　
援 

護 

課 

陸 

曹 

長 

深
水
　
栄
一

　
熊 

本 

所 

一
等
空
曹 

新
川
　
弘
満

　
同 

一
等
空
曹 

永
延
敬
一
郎

　
山 

鹿 

所 

陸 

曹 

長 

出
口
　
　
徹

　
菊 

池 

所 

一
等
陸
曹 

安
藤
　
達
也

　
水 

俣 

所 

三
等
海
佐 

一
瀬
　
昭
大

　
天 

草 

所 

准 

空 

尉 

平
方
　
政
彦

第
五
級
賞
詞
（
車
両
無
事
故
２
万
キ
ロ
）

　
援 

護 

課 

准 

海 

尉 

石
原
　
生
也

　
同 

期
間
業
務
隊
員 

下
村
　
博
敏

　
同 

期
間
業
務
隊
員 

原
田
　
恵
一

　
宇 

城 

所 

三
等
海
曹 

北
村
　
海
成

予備自衛官表彰者紹介

　令
和
二
年
度

　第
一
次
表
彰
者

防
衛
大
臣
表
彰
（
勤
務
三
十
年
）

　
一
等
陸
曹 

中
尾
　
優
春
　
氏
（
玉
名
市
）

熊
本
地
方
協
力
本
部
長
表
彰
（
勤
続
五
年
）

　
二
等
陸
佐 

山
本
　
　
晴
　
氏
（
熊
本
市
）

　
准

陸

尉 

榎
木
　
義
明
　
氏
（
熊
本
市
）

西
部
方
面
総
監
表
彰
（
定
年
）

　
二
等
陸
尉 

小
田
　
憲
正
　
氏
（
熊
本
市
）

※

　
令
和
二
年
度
第
一
回
招
集
訓
練
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
第
二
回
以
降
に
表
彰
し
ま
す
。

転
出
者

　
健
軍
駐
業
　
　
三
等
陸
佐
　
　
村
野
　
浩
成
（
渉
外
広
報
室
）

　
22
航
空
隊
　
　
三
等
海
佐
　
　
一
瀬
　
昭
大
（
水
俣
所
）

　
都
城
駐
業
　
　
一
等
陸
尉
　
　
福
田
雄
一
郎
（
人
吉
所
）

　
健
軍
駐
業
　
　
准

陸

尉
　
　
相
緒
　
勝
美
（
募
集
課
）

　
中
央
輸
送
隊
　
陸

曹

長
　
　
山
田
　
正
吾
（
天
草
所
）

　
北
熊
本
駐
業
　
陸

曹

長
　
　
松
原
　
光
宏
（
総
務
課
）

　
九
処
（
健
軍
支
処
）

　
　
　
　
　
　
　
二
等
陸
曹
　
　
近
藤
　
孝
助
（
総
務
課
）

転
入
者

　
総

務

課
　
　
陸

曹

長
　
　
島
崎
　
臣
二
（
８
師
付
）

　
募

集

課
　
　
一
等
陸
曹
　
　
橋
本
　
　
誠
（
２
地
対
艦
）　

　
同
　
　
　
　
　
一
等
海
曹
　
　
丸
岡
　
貴
之
（
１
整
補
給
隊
）

　
援

護

課
　
　
准

陸

尉
　
　
　
木
二
三
也
（
西
混
団
）

　
渉
外
広
報
室
　
一
等
陸
尉
　
　
緒
方
　
公
一
（
14
普
連
）

　
八

代

所
　
　
一
等
海
曹
　
　
長
倉
　
一
彦
（
22
航
空
群
）

　
人

吉

所
　
　
三
等
陸
佐
　
　
赤
松
　
勝
哉
（
24
普
連
）

　
水

俣

所
　
　
一
等
海
尉
　
　
中
村
　
賢
紀
（
22
航
空
隊
）

　
天

草

所
　
　
三
等
陸
曹
　
　
山
下
　
洋
志
（
42
即
機
連
）

人

事

往

来

採用試験の日程です。隊員自主募集の情報をよろしくお願いします。
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熊本地本
自 衛 官 募 集

令和２年7月豪雨災害に伴う
災 害 派 遣 活 動


